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特
集
②　

平
成
24
年
度
村
政
に
対
す
る
所
信

自
然
と
共
生
し
、

住
み
よ
い
村
づ
く
り
を
目
指
し
て
。

特
集
①　

あ
ま
み
エ
フ
エ
ム
大
和
村
エ
リ
ア
開
局

拝
み
ん
し
ょ
ー
ら
ん
、

島
ラ
ジ
オ
だ
り
ょ
っ
と
！



　

あ
ま
み
Ｆ
Ｍ
の
放
送
に
つ
い
て
は
多
く
の

村
民
か
ら
要
望
が
有
り
、
村
当
局
と
し
て
も

そ
の
必
要
性
を
十
分
認
識
し
、
法
定
要
件
の

取
得
や
関
係
機
関
と
の
調
整
等
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
平
成
23
年
度
に
県
の
事
業
を
活
用

し
て
大
和
浜
地
区
と
大
金
久
地
区
に
基
地
局

を
整
備
。
周
波
数
は
奄
美
市
エ
リ
ア
と
同
じ

７
７
・
７
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
で
４
月
か
ら
試
験
放
送

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

本
放
送
開
始
と
な
っ
た
５
月
１
日
は
、
あ

ま
み
Ｆ
Ｍ
開
局
５
周
年
で
も
あ
り
終
日
開
局

特
別
番
組
を
放
送
。
早
朝
８
時
か
ら
の
番
組

で
は
伊
集
院
村
長
も
出
演
し
大
和
村
エ
リ
ア

の
開
局
と
同
Ｆ
Ｍ
の
５
周
年
を
祝
い
ま
し
た
。

ま
た
、
村
内
で
は
国
直
か
ら
順
に
各
集
落
の

生
中
継
を
行
い
、
公
民
館
な
ど
に
多
く
の
村

民
が
集
ま
り
ラ
ジ
オ
の
開
局
を
喜
び
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
あ
ま
み
Ｆ
Ｍ
は
先
に
行
わ
れ
た

大
和
村
議
会
議
員
選
挙
の
開
票
所
か
ら
生
中

継
を
行
う
な
ど
大
和
村
の
情
報
発
信
を
行
う

と
と
も
に
、
先
日
の
大
雨
に
よ
る
県
道
通
行

止
め
の
際
は
い
ち
早
く
交
通
情
報
を
発
信
す

る
な
ど
生
活
に
密
着
し
た
情
報
の
提
供
に
努

め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
災
害
時
に
お
け
る
情
報
の

発
信
や
共
有
は
元
よ
り
、
地
域
間
交
流
の
促

進
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
の
一
つ

と
し
て
あ
ま
み
Ｆ
Ｍ
を
活
用
し
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。
同
Ｆ
Ｍ
で
は
、
電
話
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
、
ハ
ガ
キ
、
メ
ー
ル
に
て
情
報

や
音
楽
の
リ
ク
エ
ス
ト
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
連
絡
先
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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５
月
１
日
（
火
）、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
デ
ィ
（
麓

憲
吾
理
事
長
）
が
放
送
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

エ
フ
エ
ム
「
あ
ま
み
エ
フ
エ
ム
・
デ
ィ
！
ウ

ェ
ィ
ブ
（
以
下
あ
ま
み
Ｆ
Ｍ
）」
の
本
放
送
が

大
和
村
エ
リ
ア
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

あ
ま
み
Ｆ
Ｍ
は
平
成
19
年
５
月
１
日
に
奄

美
市
名
瀬
に
て
開
局
し
１
日
は
開
局
５
周
年
。

「
シ
マ
ン
チ
ュ
の
、
シ
マ
ン
チ
ュ
に
よ
る
、
シ

マ
ン
チ
ュ
の
た
め
の
ラ
ジ
オ
」
を
モ
ッ
ト
ー

に
地
域
に
根
ざ
し
た
放
送
行
い
、
シ
マ
グ
チ

（
方
言
）
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
た
ア
ナ
ウ
ン

ス
や
島
唄
や
新
民
謡
の
放
送
、
さ
ら
に
は
島

出
身
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
番
組
な
ど
島
に

特
化
し
た
情
報
発
信
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

幅
広
い
世
代
に
親
し
ま
れ
、
好
評
を
得
て

い
た
あ
ま
み
Ｆ
Ｍ
の
知
名
度
を
さ
ら
に
押
し

上
げ
た
の
が
平
成
20
年
10
月
20
日
、
奄
美
を

襲
っ
た
豪
雨
災
害
時
の
災
害
放
送
で
し
た
。

　

当
日
は
各
地
の
視
聴
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
る

災
害
情
報
に
い
ち
早
く
災
害
特
別
番
組
を
開

始
。
情
報
の
収
集
に
努
め
る
と
と
も
に
、
被

害
情
報
や
道
路
交
通
情
報
、
さ
ら
に
は
避
難

所
に
お
け
る
安
否
情
報
な
ど
不
眠
不
休
で
詳

細
な
情
報
の
発
信
を
行
い
ま
し
た
。

　

島
内
各
地
で
土
砂
災
害
や
浸
水
被
害
が
広

が
り
、
道
路
網
の
寸
断
や
停
電
、
情
報
手
段

の
断
絶
な
ど
島
民
が
不
安
な
時
を
過
ご
す
な

か
、
あ
ま
み
Ｆ
Ｍ
か
ら
の
情
報
や
励
ま
し
の

言
葉
は
ど
れ
ほ
ど
被
災
者
の
方
々
を
勇
気
付

け
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

災
害
後
に
行
わ
れ
た
あ
ら
ゆ
る
検
証
の
な

か
で
幾
度
と
無
く
あ
ま
み
Ｆ
Ｍ
の
活
動
が
称

賛
さ
れ
、
さ
ら
に
は
多
く
の
視
聴
者
か
ら
感

謝
の
言
葉
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

国直公民館・湯湾釜広場
　国直美人について訊ねら
れて照れる中マサさん。

大棚公民館
　大棚小学校の生徒達も参加。
　大棚のワキャシマ自慢を語りました。

思勝公民館
　大和小学校のみなさんとあまみエフ
エム渡陽子さんと一緒に記念撮影。

特老大和の園・今里公民館
　今里に伝わる数え歌を歌って
あまみＦＭの開局を祝いまし
た。

戸円公民館
　戸円の暮らしや、カツオ漁で賑わ
った頃の昔話で盛り上がりました。

大金久集落
　唄者の浜川昇さんの登場で盛り上がる大金
久の人たち。みなさんで「籠の鳥」を熱唱し
ました。

開局記念特番・大和村内 12 カ所から生中継！
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自
然
と
共
生
し
、
安
心
し
て
住
み
よ
い
村
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

平
成
24
年
度

　
村
政
に
対
す
る
所
信

～ 

３
月
４
日
村
議
会
か
ら
の
全
文
掲
載 

～

(1)
　
行
財
政
改
革
の
推
進
に
よ
る
健
全
財
政
の
確
立

「まほろば大和・飛躍の歳を願う」
　災害に強い村づくりと高齢者に優
しい村づくりを目指します。

大和村長　伊集院　幼

　

ま
ず
１
点
目
は
、
行
財
政
改
革
の
推
進
に

よ
る
健
全
財
政
の
確
立
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
こ
数
年
の
起
債
の
繰
上
償
還
の
実
施
や

新
規
発
行
債
の
抑
制
等
に
よ
り
、
公
債
費
は

減
少
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
少
子
高
齢

化
対
策
や
各
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
、
そ
し

て
地
域
活
性
化
の
た
め
の
新
た
な
財
政
需
要

も
増
え
る
も
の
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
引
き
続
き
行
財
政
改
革
を
推

進
し
、
行
政
事
務
全
般
に
お
け
る
見
直
し
を

行
う
と
と
も
に
、
財
政
構
造
の
弾
力
性
を
示

す
経
常
収
支
比
率
を
は
じ
め
と
す
る
財
政
指

標
の
改
善
を
図
る
べ
く
、
財
政
健
全
化
計
画

等
に
基
づ
き
、
歳
入
歳
出
の
徹
底
し
た
見
直

し
を
図
り
、
健
全
財
政
の
確
立
に
努
力
い
た

し
ま
す
。

　

歳
入
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
村
税
の

適
正
課
税
と
収
納
率
の
向
上
に
よ
る
自
主
財

源
の
確
保
に
努
め
る
と
共
に
、
事
業
の
推
進

に
あ
た
っ
て
は
、
国
・
県
の
動
向
を
注
視
し

な
が
ら
、
補
助
事
業
を
優
先
す
る
ほ
か
、
村

債
に
つ
い
て
も
辺
地
債
や
過
疎
債
な
ど
、
で

き
る
だ
け
有
利
な
起
債
を
導
入
し
後
年
度
負

担
の
抑
制
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
こ
数
年
増
え
続
け
て
い
る
村
税

等
の
未
収
金
対
策
に
つ
い
て
は
、
徴
収
体
制

の
見
直
し
を
行
い
、
必
要
な
自
主
財
源
の
確

保
を
強
化
い
た
し
ま
す
。

  

歳
出
に
つ
い
て
は
、
経
費
の
節
減
合
理
化
を

図
り
、
消
費
的
経
費
の
抑
制
に
努
め
、
特
に

人
件
費
に
つ
い
て
は
、
定
員
適
正
化
計
画
を

基
本
に
抑
制
に
努
め
ま
す
。

　

本
日
こ
こ
に
、
平
成
24
年
度
の
予
算
並
び

に
諸
議
案
を
ご
審
議
い
た
だ
く
に
あ
た
り
、

村
政
に
対
す
る
所
信
を
明
ら
か
に
す
る
と
と

も
に
、
主
要
施
策
と
予
算
の
概
要
を
申
し
上

げ
ま
し
て
、
一
般
会
計
並
び
に
各
特
別
会
計

予
算
の
提
案
理
由
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
の
で
、

議
会
並
び
に
村
民
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
ず
、
本
村
を
取
り
巻
く
財
政
状
況
に
つ

い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
村
の
財
政
運
営
に
大
き
な
影
響
を
与
え

る
国
の
予
算
は
「
財
政
運
営
戦
略
」
及
び
「
中

期
財
政
フ
レ
ー
ム
」
に
基
づ
き
、
東
日
本
大

震
災
か
ら
の
復
興
、
経
済
分
野
の
フ
ロ
ン
テ

ィ
ア
開
拓
、
分
厚
い
中
間
層
の
復
活
、
農
林

漁
業
の
再
生
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
政
策
の

　

以
上
、
６
つ
の
基
本
方
針
を
定
め
予
算
編

成
を
行
い
ま
し
た
。

　

次
に
、
予
算
の
概
要
に
つ
い
て
申
し
上
げ

ま
す
。

  

一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
、
前
年
度
当
初
対

比
で
１
８
．
０
％
、
４
億
８
，
２
８
３
万
３
千

円
減
の
、
２
２
億
６
９
１
万
３
千
円
と
な
り

ま
し
た
。

　

主
な
内
容
と
い
た
し
ま
し
て
、
歳
入
に
お

き
ま
し
て
は
、
地
方
交
付
税
、
国
庫
支
出
金
、

県
支
出
金
の
減
額
を
見
込
み
、
歳
入
総
額
は

減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
出
に
お
き
ま
し
て
は
、
道
路
の
整
備
等

の
投
資
的
経
費
に
２
億
７
，
０
１
８
万
６
千

円
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

  

ま
た
、
村
民
に
身
近
な
生
活
基
盤
の
整
備
や

扶
助
費
等
に
つ
い
て
は
財
政
上
可
能
な
限
り

取
り
入
れ
る
一
方
、
経
常
経
費
の
抑
制
に
努

め
、
財
源
の
効
率
的
な
配
分
に
努
め
ま
し
た
。

　

次
に
基
本
方
針
実
現
の
た
め
の
主
要
施
策

に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

再
設
計
の
５
つ
の
重
点
分
野
を
中
心
に
、
日

本
再
生
に
全
力
で
取
り
組
む
こ
と
と
併
せ
て
、

地
域
主
権
改
革
を
確
実
に
推
進
す
る
と
と
も

に
、
既
存
予
算
の
不
断
の
見
直
し
を
行
う
と

の
基
本
的
考
え
方
に
よ
り
編
成
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

そ
の
結
果
、
国
の
平
成
24
年
度
一
般
会
計

予
算
は
、
９
０
兆
３
，
３
３
９
億
円
で
２
．

２
％
、
２
兆
７
７
７
億
円
の
減
額
予
算
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

　

鹿
児
島
県
に
お
い
て
は
、
平
成
23
年
10
月

時
点
に
お
い
て
、
平
成
24
年
度
に
は
54
億
円

程
度
の
財
源
不
足
が
生
じ
る
も
の
と
試
算
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
24
年
度
当
初
予
算

で
は
、
人
件
費
の
縮
減
や
一
般
政
策
経
費
の

抑
制
、
必
要
な
国
庫
補
助
金
等
の
確
保
な
ど
、

行
財
政
運
営
戦
略
（
案
）
に
盛
り
込
ん
だ
歳
入
・

歳
出
両
面
に
わ
た
る
行
財
政
改
革
を
進
め
る

こ
と
に
よ
り
、
そ
の
財
源
不
足
が
解
消
さ
れ

る
見
込
み
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
高
齢
化
の
急
速
な
進
行

や
医
療
費
の
増
に
よ
り
扶
助
費
が
引
き
続
き

増
嵩
す
る
傾
向
に
あ
る
な
ど
、
今
後
も
厳
し

い
状
況
が
続
く
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
平
成
24
年
度
、
本
村
の
行
財

政
運
営
の
基
本
方
針
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま

す
。

　

本
村
も
、
県
同
様
に
厳
し
い
財
政
状
況
で

は
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
、「
自
然
と
共
生

し
、
安
心
し
て
住
み
よ
い
村
づ
く
り
」
を
基

本
理
念
に
、
諸
施
策
を
推
進
し
て
参
り
ま
し

た
。

　

し
か
し
、
90
％
以
上
を
依
存
財
源
に
頼
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
下
で
あ
る
た
め
、

構
造
的
な
財
源
不
足
は
続
く
も
の
と
考
え
ら

れ
ま
す
の
で
、
国
の
地
方
財
政
対
策
に
留
意

し
て
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

　

村
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
国
の
緊
急
経

済
対
策
に
よ
る
交
付
金
等
に
よ
り
、
雇
用
・

経
済
対
策
等
が
図
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

地
方
交
付
税
に
お
い
て
は
、
４
年
連
続
し
て

増
加
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
23
年
度
は
減

少
に
転
じ
、
国
の
動
向
も
不
透
明
な
状
況
に

あ
る
こ
と
か
ら
、
本
村
の
財
政
運
営
は
厳
し

い
状
況
に
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
限
ら
れ
た
財
源
の
な
か
で
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し
つ
つ
、
村
民
の
福
祉

の
向
上
を
図
る
こ
と
を
理
念
に
、
効
率
的
な

行
政
を
進
め
る
た
め

(1)　

行
財
政
改
革
の
推
進
に
よ
る
健
全
財
政

の
確
立

(2)　

農
林
水
産
業
の
振
興
・
定
住
促
進
に
よ

る
村
の
活
性
化

(3)  

子
育
て
支
援
及
び
教
育
環
境
の
充
実

(4)  

住
み
良
い
生
活
環
境
の
整
備
促
進

(5)　

防
災
力
の
強
化
に
よ
る
安
心
、
安
全
な

村
づ
く
り

(6)  

村
民
の
健
康
増
進
及
び
福
祉
の
充
実

①

①村民体育大会　②宮古崎つつじウォーク　③タンカン加工　④予算査定　⑤奄美フォレストポリス　⑥スモモ選果　⑦大棚結の会

② ③

⑤

⑥ ⑦

④
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次
に
、
農
林
水
産
業
の
振
興
・
定
住
促
進

に
よ
る
村
の
活
性
化
で
あ
り
ま
す
。

産
業
振
興
に
お
い
て
、
農
業
の
振
興
に
つ
き

ま
し
て
は

①　

基
幹
作
物
で
あ
る
、
ス
モ
モ
・
タ
ン
カ

ン
に
つ
い
て
は
、
今
後
と
も
、
土
づ
く
り
の

た
め
の
有
機
質
堆
肥
、
肥
料
の
購
入
に
対
す

る
助
成
を
継
続
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
実
証
農
園
を
整
備
し
、
栽
培
技
術

指
導
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

②　

共
同
選
果
場
の
整
備
と
と
も
に
、
湯
湾

釜
選
果
場
の
整
備
促
進
に
努
め
ま
す
。

③　

地
場
消
費
の
拡
大
や
産
地
育
成
を
図
る

た
め
に
、
現
在
実
施
し
て
い
る
名
瀬
中
央
青

果
市
場
へ
の
集
出
荷
委
託
事
業
の
利
用
者
の

拡
大
に
努
め
ま
す
。

④　

県
営
農
地
環
境
整
備
事
業
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
農
業
・
農
村
活
性
化
推
進
施
設

等
整
備
事
業
に
よ
る
集
団
営
農
施
設
マ
ン
ゴ

ー
ハ
ウ
ス
事
業
の
導
入
を
実
施
し
、
新
た
な

果
樹
生
産
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

⑤　

農
地
の
有
効
活
用
対
策
と
し
て
、
農
地

動
向
や
所
有
者
の
意
向
調
査
及
び
農
家
台
帳

の
整
備
を
行
い
、
農
地
の
流
動
化
を
推
進
い

た
し
ま
す
。
ま
た
、
村
単
独
の
耕
作
放
棄
地

解
消
対
策
事
業
を
行
い
、
耕
作
放
棄
地
の
解

消
に
よ
る
農
業
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

⑥　

農
地
・
水
・
農
村
環
境
保
全
向
上
活
動

事
業
を
導
入
し
、
地
域
住
民
、
関
係
団
体
等

の
協
力
に
よ
り
農
業
用
施
設
の
維
持
管
理
を
、

地
域
ぐ
る
み
で
効
果
的
な
共
同
作
業
を
行
う

た
め
の
支
援
を
い
た
し
ま
す
。

 

⑦　

神
奈
川
県
大
和
市
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ

プ
へ
正
式
に
加
入
す
る
等
、
ト
ッ
プ
セ
ー
ル

ス
マ
ン
と
し
て
、
引
き
続
き
村
外
へ
村
の
特

産
品
等
の
Ｐ
Ｒ
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
み

ま
す
。

　

ま
た
、
大
和
ま
ほ
ろ
ば
館
を
拠
点
施
設
と

し
て
、
特
産
品
の
製
造
販
売
等
の
促
進
を
図

り
ま
す
。

　

林
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、

①  

平
成
23
年
度
に
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
事
業

で
導
入
し
た
捕
獲
用
の
箱
罠
を
有
効
活
用
す

る
と
と
も
に
、
地
元
猟
友
会
と
連
携
を
図
り
、

迅
速
で
効
果
的
な
有
害
鳥
獣
捕
獲
事
業
を
通

年
実
施
し
、
被
害
の
防
止
に
努
め
て
参
り
ま

す
。

②　

松
く
い
虫
防
除
事
業
を
引
き
続
き
実
施

す
る
と
と
も
に
、
保
存
松
へ
の
樹
幹
注
入
を

継
続
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

水
産
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、

①　

離
島
漁
業
再
生
支
援
交
付
金･

推
進
事

業
を
継
続
実
施
し
、
漁
場
生
産
力
の
向
上
、

海
域
環
境
の
保
全･

漁
場
の
監
視
並
び
に
、

藻
場
の
育
成
、
各
種
苗
の
放
流
な
ど
多
面
的

機
能
の
維
持
増
進
を
図
り
ま
す
。

②　

オ
ニ
ヒ
ト
デ
駆
除
対
策
事
業
を
導
入
し

漁
場
の
保
全
を
図
り
ま
す
。

　

商
工
業
及
び
観
光
の
振
興
に
つ
い
て
は
、

①　

村
内
の
商
店
は
、
村
外
消
費
の
増
加
な

ど
に
よ
り
厳
し
い
経
営
状
況
に
あ
る
た
め
、

奄
美
商
工
会
へ
助
成
を
行
い
、
商
工
会
に
よ

る
経
営
改
善
普
及
指
導
等
を
推
進
し
ま
す
。

②  

青
年
団
主
催
の
ひ
ら
と
み
祭
り
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
経
費
の
助
成
と
開
催
準
備
の

支
援
を
行
い
ま
す
。

③　

奄
美
フ
ォ
レ
ス
ト
ポ
リ
ス
の
公
園
管
理

に
つ
い
て
は
、
指
定
管
理
者
の
経
営
改
善
、

雇
用
の
確
保
、
利
用
者
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に

努
め
ま
す
。
ま
た
、各
種
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、

奄
美
フ
ォ
レ
ス
ト
ポ
リ
ス
の
利
用
促
進
と
併

せ
て
、
年
次
的
に
サ
ク
ラ
と
ス
モ
モ
を
植
栽

し
、
花
見
の
名
所
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

④　

魅
力
あ
る
観
光
地
づ
く
り
事
業
の
導
入

を
推
進
し
、
奄
美
大
島
本
島
の
西
回
り
ル
ー

ト
で
あ
る
名
瀬
瀬
戸
内
線
沿
線
の
嶺
山
公
園

や
国
直
地
区
に
公
園
を
整
備
し
、
村
の
Ｐ
Ｒ

を
図
り
ま
す
。

⑤　

全
国
版
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
、

ラ
フ
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
イ
ム
や
ジ
ャ
ン
グ
ル
ト

レ
イ
ル
等
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
村
の
活
性
化
に

つ
な
が
る
た
め
、
今
後
と
も
積
極
的
な
誘
致

活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

定
住
促
進
施
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、

①　

高
校
生
通
学
バ
ス
の
全
額
助
成
を
は
じ

め
、
出
産
祝
金
、
育
児
助
成
金
、
新
築
住
宅

助
成
金
等
の
交
付
を
引
き
続
き
行
う
と
共
に
、

公
営
住
宅
の
建
設
や
空
き
家
改
修
事
業
を
継

続
実
施
す
る
ほ
か
、
定
住
促
進
対
策
検
討
協

議
会
を
設
置
し
、
人
口
減
少
問
題
に
つ
い
て

あ
ら
ゆ
る
方
向
か
ら
そ
の
対
策
に
つ
い
て
協

議
を
し
て
参
り
ま
す
。

②　

児
童
の
減
少
に
よ
る
学
校
活
力
の
低
下

に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
活
性
化
を

目
的
に
新
た
に
発
足
し
た
今
里
地
区
の
親
子

留
学
制
度
に
つ
い
て
は
、
有
効
な
施
策
で
あ

る
た
め
、
村
と
し
て
積
極
的
に
支
援
す
る
と

と
も
に
、
助
成
を
行
い
ま
す
。

自主財源　　村税など村が独自に調達するお金
依存財源　　国や県から村に入るお金

村税　　　　住民税や固定資産税などのお金
使用料　　　施設の利用料などのお金
諸収入　　　預金利子など
財産収入　　財産の貸し付けや売却による収入
繰越金　　　前年度から持ち越したお金

地方交付税　村の状況に応じて国から貰うお金
国庫支出金　事業を行うために国から貰うお金
県支出金　　事業を行うために県から貰うお金
村債　　　　村が借り入れるお金
地方譲与税　国から配分されるお金
各種交付金　国から配分されるお金

一般会計歳入

　歳入の中心を占める地方交付税が 7 千万円の
減額となり、一昨年の豪雨災害復旧事業に係る
事業の減少などにより国庫支出金が 3 億 9 千
604 万 2 千円の減額となりました。自主財源は
基金繰り入れや諸収入の増額により 2 千 693 万
9 千円の増額となり、自主財源比率は 2.8％の
増加となりました。　

義務的経費　任意に削除できない経費
投資的経費　支出の効果が将来に残る経費
その他経費　義務的経費と投資的経費以外の
　　　　　　経費

公債費　　　借金の返済のための経費
人件費　　　職員給与や議員報酬など
扶助費　　　法律等に基づく福祉的経費
単独普通建設　村が単独で行う投資的経費
補助普通建設　国からの補助を受けて行う投資
　　　　　　　的経費
災害復旧事業費　災害の復旧に要する経費
物件費　　　消耗品などの消費的経費
補助費　　　各種団体へ負担や補助する経費
繰出金　　　特別会計へ払い出す経費

一般会計歳出

　義務的経費においては公債費が新規発行地方
債の抑制や繰上償還の実施により 3 千 64 万 8
千円の減額となり、投資的経費は普通建設事業
が 17285 千円増額しましたが、豪雨災害による
災害復旧事業費の減額により 3 億 8 千百 19 万
5 千円の減額になりました。普通建設事業にお
いては戸円地区に高齢者避難所を新規に整備す
る事業を計上しました。

その他　783 千円
地方特例交付金　2,000 千円
自動車取得税交付金　3,510 千円
地方消費税交付金　11,714 千円
地方譲与税　32,482 千円
県支出金　87,122 千円

村税　82,491 千円
諸収入　50,121 千円
使用料等　36,860 千円
繰入金　19,704 千円
財産収入　10,472 千円
繰越金　10,000 千円
その他  　1,317 千円

地方交付税
1,500,000 千円

村債
179,900 千円

自主財源
210,965 千円
（9.6％）

依存財源
1,995,948 千円
（90.4％）

歳入合計　2,206,913 千円

国庫支出金
178,437 千円

公債費
502,008 千円

義務的経費
1,193,683 千円
（54.1％）

投資的経費
270,186 千円
（12.2％）

歳出合計　2,206,913 千円

その他経費
743,044 千円
（33.7％）

人件費
560,015 千円

扶助費
131,660 千円普通建設費（単独）

36,286 千円

普通建設費（補助）
233,900 千円

物件費
320,257 千円

補助費
211,873 千円

繰出金
184,641 千円

その他
26,273 千円

平成 24 年度一般会計度歳入予算内訳平成 24 年度一般会計度歳出予算内訳

(2)
　
農
林
水
産
業
の
振
興
・
定
住
促
進
に
よ
る
村
の
活
性
化

大和まほろば館（大棚毛陣地区）
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次
に
、
防
災
力
の
強
化
に
よ
る
安
心
、
安

全
な
村
づ
く
り
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

　

近
年
、
多
発
傾
向
に
あ
る
あ
ら
ゆ
る
災
害

か
ら
村
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
防
災

力
の
強
化
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

①　

村
民
の
防
災
意
識
を
高
め
災
害
時
に
迅

速
・
的
確
に
行
動
が
で
き
る
よ
う
に
、
消
防

や
集
落
、
各
種
団
体
と
連
携
し
、
全
村
民
を

対
象
と
し
た
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
い
た
し

ま
す
。

②　

各
集
落
自
主
防
災
組
織
の
育
成
・
強
化

を
図
る
た
め
訓
練
等
の
支
援
を
い
た
し
ま
す
。

③　

災
害
時
の
避
難
施
設
で
あ
る
集
落
公
民

館
等
に
つ
い
て
は
、
避
難
所
と
し
て
の
機
能

向
上
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
大
和
消
防
分
駐
所
に
つ
い
て
は
、

防
災
拠
点
施
設
と
し
て
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

④　

災
害
か
ら
村
民
の
生
命
・
財
産
を
守
り
、

安
心
・
安
全
に
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
に
、

奄
美
豪
雨
災
害
や
東
日
本
大
震
災
の
津
波
被

害
を
教
訓
に
、
大
和
村
地
域
防
災
計
画
の
見

直
し
等
を
行
い
、
災
害
に
強
い
村
づ
く
り
に

努
め
ま
す
。

(4)
　
住
み
よ
い
生
活
環
境
の
整
備
促
進

(5)
　
防
災
力
の
強
化
に
よ
る
安
心
安
全
な
村
づ
く
り

(6)
　
村
民
の
健
康
増
進
及
び
福
祉
の
充
実

　

次
に
住
み
良
い
生
活
環
境
の
整
備
促
進
に

つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

  

生
活
の
基
盤
で
あ
る
道
路
交
通
網
や
情
報
通

信
体
系
、
集
落
内
の
生
活
環
境
の
整
備
等
に

つ
い
て
は
、
本
村
の
活
性
化
に
最
も
重
要
な

社
会
基
盤
で
あ
る
た
め
、
更
に
整
備
の
促
進

を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
関
係
機
関
と
連
携
し
奄
美
群
島
の

世
界
自
然
遺
産
登
録
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
。

　

道
路
交
通
網
に
つ
い
て
は
、

①　

本
村
の
農
業
拠
点
で
あ
る
福
元
地
区
や

奄
美
フ
ォ
レ
ス
ト
ポ
リ
ス
へ
の
ア
ク
セ
ス
道

路
で
あ
る
、
村
道
大
棚
名
音
線
改
良
事
業
を

継
続
実
施
し
早
期
完
成
を
目
指
し
ま
す
。　

　

ま
た
、
集
落
内
の
村
道
に
つ
い
て
は
集
落

排
水
事
業
と
併
せ
整
備
を
進
め
ま
す
。

②　

村
道
等
の
除
草
や
路
面
補
修
等
を
行
い
、

村
道
等
の
維
持
補
修
に
努
め
ま
す
。

③　

主
要
地
方
道
・
名
瀬
瀬
戸
内
線
の
整
備

促
進
に
つ
い
て
、
隣
接
市
町
村
と
連
携
を
密

に
し
て
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

　

 

情
報
通
信
体
系
に
つ
い
て
は
、

①　

広
報
や
ま
と
の
更
な
る
充
実
、
防
災
行

政
無
線
等
に
よ
る
広
報
活
動
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
充
実
等
積
極
的
な
情
報
発
信
に
努
め
て

参
り
ま
す
。

②　

こ
れ
ま
で
に
整
備
し
て
き
た
、
防
災
行

政
無
線
、
エ
リ
ア
メ
ー
ル
、
衛
星
携
帯
電
話

等
を
有
効
に
活
用
で
き
る
よ
う
、
訓
練
を
重

ね
る
と
と
も
に
、
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化

に
努
め
ま
す
。

③　

平
成
23
年
度
に
整
備
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
Ｆ
Ｍ
放
送
大
和
村
中
継
局
に
つ
い
て
は
、

多
く
の
島
民
が
聴
取
す
る
情
報
源
と
し
て
大

変
有
効
な
手
段
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

生
活
情
報
や
防
災
情
報
等
、
村
の
情
報
を
積

極
的
に
提
供
し
、
村
の
広
報
・
Ｐ
Ｒ
に
努
め

ま
す
。 　

　

生
活
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

①　

環
境
保
全
の
観
点
か
ら
、
生
活
排
水
対

策
と
し
て
整
備
済
み
の
西
部
地
区
の
集
落
排

水
事
業
加
入
促
進
に
努
め
る
と
と
も
に
、
東

部
地
区
と
併
せ
て
中
部
地
区
に
お
い
て
も
整

備
を
促
進
し
ま
す
。

②　

ゴ
ミ
の
分
別
収
集
を
行
い
、
資
源
ご
み

リ
サ
イ
ク
ル
の
促
進
を
図
り
、
ご
み
の
減
量

化
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
環
境
保
全
の
面
か

ら
関
係
機
関
と
連
携
し
、
車
輌
の
放
置
防
止

や
ご
み
の
不
法
投
棄
防
止
に
努
め
ま
す
。

③　

ヤ
ン
バ
ル
ト
サ
カ
ヤ
ス
デ
は
、
住
民
に

不
快
感
を
与
え
生
活
上
、
大
き
な
問
題
で
あ

り
ま
す
。
引
き
続
き
一
部
有
料
に
よ
り
駆
除

用
薬
品
を
配
布
し
駆
除
に
努
め
ま
す
。

　

そ
し
て
６
点
目
は
、
村
民
の
健
康
増
進
及

び
福
祉
の
充
実
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

①　

診
療
所
を
は
じ
め
県
や
健
康
づ
く
り
リ

ー
ダ
ー
な
ど
関
係
機
関
と
連
携
し
て
、
各
種

検
診
率
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
健
康
教

育
及
び
訪
問
指
導
の
強
化
や
個
人
レ
ベ
ル
で

の
健
康
づ
く
り
の
意
識
の
高
揚
な
ど
、
健
康

増
進
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
努

め
ま
す
。

 

②　

介
護
保
険
に
つ
い
て
は
、
介
護
予
防
教

室
な
ど
健
康
活
動
の
推
進
に
よ
る
村
民
の
健

康
意
識
の
高
ま
り
や
、
在
宅
福
祉
の
向
上
な

ど
か
ら
介
護
給
付
費
の
増
加
が
抑
制
さ
れ
、

平
成
24
年
度
か
ら
の
第
５
期
介
護
保
険
料
の

改
定
で
は
引
き
下
げ
が
実
現
い
た
し
ま
し
た
。

今
後
と
も
村
民
の
健
康
増
進
と
と
も
に
、
介

護
保
険
料
の
抑
制
、
被
保
険
者
の
負
担
軽
減

の
た
め
に
も
、
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心

に
、
引
き
続
き
集
落
介
護
予
防
教
室
や
タ
ラ

ソ
利
用
助
成
な
ど
健
康
推
進
活
動
を
実
施
し
、

運
動
を
通
し
て
村
民
の
介
護
予
防
意
識
の
高

揚
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

③　

在
宅
ね
た
き
り
老
人
等
を
介
護
し
て
い

る
方
へ
、
引
き
続
き
介
護
手
当
を
支
給
し
、

在
宅
福
祉
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

④　

介
護
支
援
事
業
所
・
国
保
・
大
和
診
療

所
と
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
、
訪
問
指
導
や

健
康
相
談
等
を
充
実
し
、
個
々
の
健
康
意
識

を
高
め
医
療
費
の
抑
制
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
な
が
ら
、
高
齢

者
等
の
安
心
・
安
全
な
生
活
支
援
、
在
宅
訪

問
サ
ー
ビ
ス
等
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

⑤　

老
人
ク
ラ
ブ
へ
育
成
補
助
及
び
各
種
大

会
の
参
加
援
助
を
行
い
、
高
齢
者
の
社
会
参

加
を
支
援
い
た
し
ま
す
。

⑥　

大
和
の
園
に
つ
い
て
は
、
地
域
に
信
頼

さ
れ
る
施
設
と
し
て
、
入
所
者
が
受
け
た
い

介
護
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
い
、
入
所

者
が
安
心
・
安
全
な
園
生
活
が
送
れ
る
た
め

の
施
設
改
善
や
健
全
な
運
営
に
努
め
ま
す
。

⑦　

長
寿
社
会
づ
く
り
ソ
フ
ト
事
業
を
導
入

し
、
地
域
支
え
合
い
と
い
う
住
民
主
体
の
地

域
福
祉
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

⑧　

精
神
保
健
事
業
・
住
民
生
活
に
光
を
そ

そ
ぐ
基
金
等
を
活
用
し
、
障
害
者
等
の
行
き

場
づ
く
り
支
援
等
を
行
い
ま
す
。

　

以
上
、
村
政
の
基
本
方
針
と
主
要
施
策
の

概
要
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。　

平
成
24
年
度

も
厳
し
い
財
政
で
は
あ
り
ま
す
が
、
飛
躍
の

年
と
な
る
よ
う
に
、
効
率
的
に
執
行
す
る
こ

と
で
、
所
期
の
目
的
を
達
成
す
べ
く
、
全
職

員
一
丸
と
な
っ
て
努
力
し
、
村
民
と
と
も
に

夢
を
持
ち
、
自
然
に
や
さ
し
い
、
大
き
く
和

す
る
、
明
る
く
心
豊
か
な
ま
ほ
ろ
ば
大
和
の

創
造
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
も
、
村
政
の
運
営
に
つ
い
て
は
、

村
民
の
立
場
に
立
っ
て
行
う
こ
と
を
基
本
と

し
、
全
身
全
霊
を
傾
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
の
で
、
村
議
会
並
び
に
村
民
の
皆
様

の
さ
ら
な
る
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
施
政
方
針

と
い
た
し
ま
す
。

　

自
然
保
護
に
関
す
る
取
り
組
み
と
し
て
は
、

①　

奄
美
野
生
生
物
保
護
セ
ン
タ
ー
や
奄
美

自
然
体
験
活
動
推
進
協
議
会
等
と
連
携
し
、

自
然
保
護
思
想
の
普
及
啓
発
に
努
め
ま
す
。

②　

鹿
児
島
・
沖
縄
両
県
を
は
じ
め
群
島
内

各
市
町
村
と
連
携
し
て
、
奄
美
群
島
の
世
界

自
然
遺
産
へ
の
早
期
登
録
を
目
指
し
た
取
組

を
行
い
ま
す
。

③　

植
生
破
壊
等
に
よ
る
生
態
系
へ
の
被
害

を
防
止
す
る
た
め
、
ノ
ヤ
ギ
の
駆
除
や
オ
オ

キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
レ
タ
ス
、
ホ

テ
イ
ア
オ
イ
等
の
外
来
植
物
の
駆
除
を
実
施

い
た
し
ま
す
。

(3)
　
子
育
て
支
援
及
び
教
育
環
境
の
充
実

　

次
に
子
育
て
支
援
及
び
教
育
環
境
の
充
実

に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

　

子
ど
も
を
生
み
育
て
や
す
い
社
会
環
境
の

整
備
、
高
齢
者
を
は
じ
め
と
し
た
、
す
べ
て

の
村
民
が
安
心
し
て
、
生
き
が
い
の
あ
る
生

活
の
た
め
に
は
、
健
康
が
大
切
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
村
民
の
健
康
管
理
の
支
援
を

行
う
と
と
も
に
、
少
子
化
対
策
と
し
て
子
育

て
支
援
を
強
化
し
ま
す
。

　

ま
た
、
教
育
環
境
の
整
備
や
人
間
性
豊
か

な
人
づ
く
り
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

①　

少
子
化
対
策
は
重
要
な
課
題
で
あ
り
ま

す
。
引
き
続
き
延
長
保
育
や
土
曜
保
育
を
実

施
す
る
と
共
に
、
村
単
独
の
育
児
助
成
金
を

支
給
す
る
な
ど
子
育
て
支
援
を
充
実
し
ま
す
。

②　

乳
幼
児
か
ら
中
学
校
卒
業
時
ま
で
の
医

療
費
無
料
化
を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

③　

学
力
対
策
協
議
会
へ
の
助
成
を
引
き
続

き
行
い
、
基
礎
学
力
の
確
実
な
定
着
や
教
職

員
の
資
質
向
上
、
児
童
生
徒
の
体
験
活
動
に

よ
る
、
生
き
る
力
の
育
成
、
学
力
の
向
上
に

努
め
ま
す
。

④  

児
童
生
徒
が
郷
土
の
自
然
や
文
化
等
に

ふ
れ
る
、
体
験
活
動
を
支
援
す
る
「
大
和
っ

子
ス
ク
ー
ル
」
を
継
続
実
施
す
る
と
と
も
に
、

未
来
に
羽
ば
た
く
「
大
和
っ
子
」
を
育
て
る

た
め
、
青
少
年
の
健
全
育
成
に
努
め
ま
す
。

⑤　

公
民
館
に
お
い
て
は
、
い
つ
で
も
、
誰

で
も
自
由
に
生
涯
学
習
の
機
会
が
選
択
で
き

る
よ
う
、
公
民
館
講
座
の
充
実
を
図
る
と
と

も
に
、
村
民
に
親
し
ま
れ
る
よ
う
な
公
民
館

運
営
に
努
め
ま
す
。

⑥　

村
民
が
参
加
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
等
の
イ

ベ
ン
ト
を
継
続
実
施
し
、
村
民
の
健
康
増
進

に
努
め
ま
す
。
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議
長
就
任
あ
い
さ
つ

　
（
議
場
で
の
あ
い
さ
つ
を
掲
載
）

　

た
だ
い
ま
、
議
員
各
位
の
ご
推
挙
に

よ
り
ま
し
て
、
議
長
に
就
任
い
た
し
ま

し
た
宮
田
到
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

投
票
に
よ
る
選
任
と
な
り
ま
し
た
が
、

議
員
各
位
に
対
し
ま
し
て
、
深
く
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

  

今
、
こ
こ
に
立
ち
ま
し
て
、
ご
挨
拶

を
し
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
身
の
引

き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

浅
学
非
才
で
は
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど

も
、
こ
れ
ま
で
の
議
会
経
験
を
生
か
し
、

議
会
、
行
政
の
皆
さ
ま
の
ご
指
導
、
ご
協
力
を
得
ま
し
て
議
会
運
営
を
い
た
す
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
。

  

現
在
の
地
方
行
財
政
は
、
昨
年
の
東
日
本
大
震
災
等
の
影
響
に
よ
り
、
厳
し
い
状

況
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
後
も
行
財
政
改
革
を
継
続
し
つ
つ
、
住
民
福
祉
の

向
上
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
少
子
高
齢
化
対
策
と
併
せ
て
、
人
口
減
少
対
策
に
一
層

取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
局
面
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　

当
局
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
我
々
議
会
と
一
致
団
結
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
も
、
議
会
、
行
政
が
一
体
と
な
っ
た
議
会
運
営
に
努
め
ま
す
の
で
、
ど
う
か

当
局
の
皆
様
方
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
、
議
員
各
位
に
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
の
受
託
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

　

ど
う
も
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

５
月
20
日
執
行
大
和
村
議
会
議
員
選
挙

新
議
員
８
人
の
顔
ぶ
れ
決
ま
る

宮田　到 191 票

今井　秀樹 188 票

勝山　浩平 170 票

奥田　忠廣 169 票

蔵　正 158 票

池田　幸一 127 票

梅畑　茂和 127 票

民　文忠 113 票

馬屋原　一 32 票

無効投票 5票

投票総数 1,280 票

当日有権者数 1,397 票

棄権者数 117 票

投票率 91.62％

　

任
期
満
了
に
伴
う
大
和
村
議
会
議
員
選
挙

は
５
月
20
日
投
票
が
行
わ
れ
、
即
日
開
票
の

結
果
、
新
議
員
８
人
の
顔
ぶ
れ
が
決
ま
り
ま

し
た
。

　

今
回
の
選
挙
に
は
定
数
８
人
に
対
し
、
現

職
８
人
、
新
人
１
人
が
立
候
補
。
選
挙
期
間

中
、候
補
者
は
有
権
者
に
対
し「
産
業
の
振
興
」

や
「
福
祉
の
向
上
」、「
防
災
対
策
」
な
ど
政

策
を
訴
え
、
特
に
今
回
は
急
速
に
進
行
す
る

村
の
人
口
減
少
に
関
す
る
主
張
が
多
く
聞
こ

え
て
き
ま
し
た
。

　

投
票
は
午
前
７
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で
村

内
５
カ
所
の
投
票
所
で
行
わ
れ
、
有
権
者
は

雨
の
降
る
あ
い
に
く
の
天
気
の
な
か
投
票
所

に
訪
れ
投
票
。
投
票
率
は
91
・
62
％
と
、
前

回
投
票
率
を
１
・
76
ポ
イ
ン
ト
下
ま
わ
り
ま

し
た
。

　

開
票
は
午
後
８
時
か
ら
村
中
央
公
民
館
で

行
わ
れ
、
開
票
の
様
子
は
５
月
に
大
和
村
エ

リ
ア
で
開
局
し
た
あ
ま
み
エ
フ
エ
ム
が
生
中

継
で
放
送
。
開
票
管
理
者
の
読
み
上
げ
る
選

挙
結
果
の
肉
声
が
村
内
各
家
庭
の
ラ
ジ
オ
か

ら
流
れ
ま
し
た
。

　

選
挙
結
果
は
８
時
50
分
に
中
間
発
表
が
行

わ
れ
９
時
５
分
に
全
投
票
が
確
定
。
７
選
を

決
め
た
宮
田
到
氏
が
１
９
１
票
で
ト
ッ
プ
当

選
し
た
の
を
は
じ
め
、
現
職
８
人
全
員
が
再

選
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
４
年
間
、
当
選
さ
れ
た
８
人

の
新
議
員
の
み
な
さ
ん
が
村
民
の
代
表
と
し

て
活
躍
し
、
村
当
局
と
議
会
が
車
輪
の
両
輪

と
な
っ
て
村
勢
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
を
期

待
し
ま
す
。

大和村議選開票結果

新議員の紹介と抱負

勝か
つ
や
ま山　

浩こ
う
へ
い平

37
歳
・
代
議
士
秘
書

当
選
３
・
名
音

ご
意
見
を
聞
か
せ

て
く
だ
さ
い
。

み
ん
な
の
村
を
つ

く
り
ま
し
ょ
う
。

今い
ま
い井　

秀ひ
で
き樹

44
歳
・
農
業

当
選
４
・
大
棚

村
民
の
目
線
で

村
民
の
た
め
に
！

宮み
や
た田　

到
い
た
る

63
歳
・
会
社
役
員

当
選
７
・
今
里

明
日
の
大
和
村
に

夢
を
持
と
う
。

奥お
く
だ田　

忠た
だ
ひ
ろ廣

67
歳
・
団
体
役
員

当
選
10
・
大
和
浜

明
日
の
大
和
村
の

た
め
に
す
べ
て
に

全
力
！

蔵く
ら　

正
た
だ
し

48
歳
・
農
業

当
選
２
・
湯
湾
釜

「
ア
ン
マ
の
気
持
」

を
政
治
に
反
映
！

池い
け
だ田　

幸こ
う
い
ち一

76
歳
・
農
業

当
選
４
・
津
名
久

喫
緊
の
課
題
、
人

口
減
少
対
策
に
村

民
一
体
と
な
っ
て

取
り
組
み
ま
す
。

梅う
め
は
た畑　

茂し
げ
か
ず和

75
歳
・
農
業

当
選
３
・
大
和
浜

村
民
の
声
を
村
政

に
届
け
人
口
減
少

対
策
等
に
全
力
で

取
り
組
み
ま
す
。

民た
み　

文ふ
み
た
だ忠

57
歳
・
農
業

当
選
４
・
名
音

こ
れ
か
ら
も
村
民

目
線
の
政
治
を
行

い
ま
す
。

議
長
に

副
議
長
に

宮

田

到

氏

梅
畑
茂
和
氏

開票状況（大和村中央公民館）

宮田議長就任あいさつ
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「
大
和
村
の
ス
モ
モ
を
全
国
に
」

境さ
か
い

　

美み

ほ

こ
穂
子

大
和
村
産
業
振
興
課

奄
美
市
名
瀬
出
身
（
32
歳
）

「確認検査に合格しました」

福
ふくなが

永　純
じゅんいち

一
大和村建設課
大和村今里出身（27 歳）

「生涯スポーツで健康に」

福
ふくもと

本　新
しんぺい

平
大和村教育委員会
大和村大棚出身（33 歳）

３
小
学
校
に
11
名
の
新
入
学
生

希
望
に
ワ
ク
ワ
ク
胸
膨
ら
む

　

４
月
６
日
、
大
和
、
大
棚
、
名
音
の

３
小
学
校
で
入
学
式
が
あ
り
、
11
名
の

新
入
生
が
入
学
し
ま
し
た
。
毎
日
元
気

に
登
校
し
て
い
ま
す
の
で
、
地
域
の
み

な
さ
ん
の
温
か
い
見
守
り
と
優
し
い
声

掛
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

大
棚
小
学
校

山
之
内
和
英
校
長

前
田
和の
ど
か香
さ
ん

中
島
心
こ
こ
な

那
さ
ん

佐
多
広ひ
ろ
み
ち道
さ
ん

奥
林
毅た
け
と仁
さ
ん

奥
田
寛か
ん
た太
さ
ん

大
和
小
学
校

晨
原
弘
久
校
長

林
琉る

ね音
さ
ん

出
見
優ゆ
う
と斗
さ
ん

久
保
ひ
な
た
さ
ん

稲
元
音と

あ遊
さ
ん

池
田
栞か
の
ん音
さ
ん

名
音
小
学
校

井
上
正
美
校
長

重
田
俊し
ゅ
ん
す
け
輔
さ
ん

各
集
落
に
11
名
の
事
務
嘱
託
員
を
委
嘱

新
た
に
４
名
の
役
場
職
員
を
採
用

国
内
最
長
２
４
０
キ
ロ
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ

奄
美
大
島
を
グ
ル
ッ
と
一
周

　

村
内
11
集
落
の
事
務
嘱
託
員
を
平
成
24
年
４
月
１
日
付
け
で
委
嘱
し
ま
し
た
（
任
期
２
年
・

全
員
が
集
落
区
長
兼
務
）。
住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
事
務
嘱
託
員
の
み
な
さ
ん
に
は
行
政
と

集
落
民
を
結
ぶ
パ
イ
プ
役
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

元山安雄（思勝） 森穂積（津名久） 元継男（湯湾釜） 村上恵子（国直）

坂元龍馬（戸円） 田中まるみ（大金久） 前田清和（大棚） 大崎忠通（大和浜）

勝三千也（名音）元野仁悟（志戸勘）永田義久（今里）氏名（集落名）

　

平
成
24
年
４
月
１
日
付
け
に
て
４
名
の
新
職
員
を
採
用
し
ま
し
た
。
４
人
の
職
員
は
伊
集
院

村
長
か
ら
辞
令
を
受
け
る
と
「
全
体
の
奉
仕
者
と
し
て
誠
実
、
且
つ
、
公
正
に
服
務
を
遂
行
す

る
こ
と
を
固
く
誓
い
ま
す
」
と
宣
誓
し
、
各
課
へ
配
属
さ
れ
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
未
熟
な
職
員

達
で
す
が
行
政
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
を
目
指
し
て
奮
闘
中
で
す
。
お
見
か
け
の
際
に
は
村

民
の
皆
様
か
ら
も
ご
指
導
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

奄
美
大
島
を
一
周
し
、
ワ
ン
デ
ー
サ
イ
ク

リ
ン
グ
と
し
て
は
国
内
最
長
の
２
４
０
キ
ロ

コ
ー
ス
を
設
け
た
「
第
３
回
奄
美
大
島
チ
ャ

レ
ン
ジ
サ
イ
ク
リ
ン
グ
２
４
０
Ｋ
」（
同
実
行

委
員
会
主
催
）
が
３
月
25
日
、
奄
美
大
島
全

域
で
開
催
さ
れ
、
島
内
外
か
ら
１
７
３
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

コ
ー
ス
は
奄
美
市
名
瀬
を
起
終
点
と
し
奄

美
大
島
を
一
周
す
る
２
４
０
キ
ロ
コ
ー
ス
と

龍
郷
町
を
出
発
し
島
北
部
を
中
心
と
す
る
90

キ
ロ
コ
ー
ス
、
瀬
戸
内
町
を
出
発
し
島
南
部

を
中
心
と
す
る
50
キ
ロ
の
３
コ
ー
ス
が
設
定

さ
れ
、
参
加
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の
体
力
に
合
わ

せ
各
コ
ー
ス
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

島
内
各
地
の
コ
ー
ス
で
は
沿
道
に
地
域
住

民
が
出
て
き
て
チ
ジ
ン
（
鼓
）
を
打
ち
鳴
ら

し
声
援
を
送
る
光
景
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
参

加
者
は
強
風
や
急
な
上
り
坂
に
苦
し
み
な
が

ら
も
、
声
援
に
後
押
し
さ
れ
ペ
ダ
ル
を
踏
み

ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

大
和
村
で
の
関
門
ポ
イ
ン
ト
（
補
給
所
）

と
な
っ
た
名
音
漁
港
前
で
は
旬
の
タ
ン
カ
ン

や
黒
糖
、
名
音
名
産
の
イ
ヨ
バ
ヌ
ス
（
甘
藷
）

等
が
振
る
舞
わ
れ
参
加
者
に
好
評
を
得
て
い

ま
し
た
。

　

大
和
村
か
ら
２
４
０
キ
ロ
コ
ー
ス
に
唯
一

参
加
し
た
中
島
繁
さ
ん
（
33
歳
・
大
棚
）
は
「
今

回
は
残
念
な
が
ら
タ
イ
ム
オ
ー
バ
ー
で
途
中

棄
権
と
な
り
ま
し
た
が
、
来
年
は
練
習
を
重

ね
完
走
、
上
位
入
賞
を
狙
い
た
い
」
と
抱
負

を
語
り
ま
し
た
。

　

奄
美
大
島
の
自
然
の
美
し
さ
を
Ｐ
Ｒ
し
、

観
光
振
興
に
大
き
な
効
果
を
も
た
ら
す
同
イ

ベ
ン
ト
が
今
後
も
継
続
し
て
開
催
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
ま
す
。
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ご
結
婚
お
め
で
と
う

小
椋
　
崇
弘
さ
ん
（
大
阪
府
）

鳥
原
　
亜
美
さ
ん
（
大
阪
市
）

お
誕
生
お
め
で
と
う

上
村
　
礁り
い
ふ太
さ
ん
（
保
護
者
・
上
村
太
一
）

森
岡
　
正せ
い
ほ
う蓬
さ
ん
（
保
護
者
・
森
岡
豊
史
）

川
下
　
　
和に
き

さ
ん
（
保
護
者
・
川
下
　
誉
）

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

求
　
　
ナ
ヲ
様
（
93
歳
）

徳
　
　
イ
ソ
様
（

101
歳
）

盛
　
　
宗
治
様
（
70
歳
）

宮
田
　
隆
次
様
（
85
歳
）

松
浦
　
仙
勇
様
（
95
歳
）

武
下
　
富
良
様
（
91
歳
）

元
島
オ
ヤ
ス
様
（

105
歳
）

香
典
返
し
（
社
会
福
祉
協
議
会
へ
）

中
原
　
ヤ
ヨ
様
（
故
中
原
鐵
雄
様
）

満
井
　
定
吉
様
（
故
満
井
優
子
様
）

田
中
ま
つ
え
様
（
故
田
中
ス
マ
エ
様
）

求
　
　
福
正
様
（
故
求
ナ
ヲ
様
）

盛
　
　
正
子
様
（
故
盛
宗
治
様
）

宮
田
ミ
サ
エ
様
（
故
宮
田
隆
次
様
）

松
浦
　
ワ
カ
様
（
故
松
浦
仙
勇
様
）

広
報
誌
謝
礼
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

里
見
　
弘
壽
様
（
奄
美
市
）

久
志
　
鉄
哉
様
（
徳
之
島
町
）

－ 大和村自然保護推進員　勝間田さとみ －

こせきの窓

人口 　1,690 人（△ 48）
男　　　808 人（△ 20）
女　　　882 人（ △ 28）
世帯　　895 戸（△   8）

５月１日現在
（前年同月比）

vol.07

い
き
む
ん

　 

マ
ン
デ
ィ

　
奄
美
大
島
で
最

も
大
き
い
カ
エ
ル
。

カ
エ
ル
の
前
足
の

指
は
普
通
４
本
で

す
が
、
オ
ッ
ト
ン

ガ
エ
ル
は
５
本
の

指
を
も
っ
て
い
て
、

中
に
は
鋭
い
ツ
メ

が
隠
れ
て
い
ま
す
。

県
の
天
然
記
念
物

に
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

オ
ッ
ト
ン
ガ
エ
ル

ア
マ
ミ
イ
シ
カ
ワ
ガ
エ
ル

　
体
の
色
が
茶
色
、

緑
色
の
タ
イ
プ
が

い
ま
す
。
林
床
に

い
る
と
、
周
囲
に

溶
け
込
み
な
か
な

か
見
つ
け
ら
れ
ま

せ
ん
。
ス
マ
ー
ト

な
体
型
で
足
が
　

長
く
、
そ
の
ジ
ャ

　
ン
プ
力
に
驚
き

　 

ま
す
。

リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
ア
カ
ガ
エ
ル

ア
マ
ミ
ア
オ
ガ
エ
ル　
ク
リ
ー
ム
色
の

メ
レ
ン
ゲ
の
よ
う

な
泡
の
中
に
卵
を

産
み
ま
す
。
孵
化

し
た
オ
タ
マ
ジ
ャ

ク
シ
は
、
自
力
か

雨
粒
に
乗
っ
て
近

く
の
水
場
ま
で
移

動
す
る
そ
う
で

す
。
た
く
ま
し
い

で
す
ね
。

 

　
前
回
号
で
は
、
身
近
で
観
察
で
き
る

カ
エ
ル
４
種
類
紹
介
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
奄
美
大
島
に
は
９
種
類
も
の
カ
エ

ル
が
生
息
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
比

較
的
山
の
方
で
観
察
で
き
る
、
５
種
類

の
カ
エ
ル
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

夜
な
夜
な
山
へ
行
か
れ
る
み
な
さ
ま
。

道
路
に
出
て
き
て
い
る
カ
エ
ル
た
ち
を

轢
か
な
い
よ
う
ご
配
慮
く
だ
さ
い
。

ア
マ
ミ
ハ
ナ
サ
キ
ガ
エ
ル

　
き
れ
い
な
配
色
の

姿
に
目
を
引
き
か
れ

ま
す
が
、「
ピ
ュ
ー

ピ
ュ
ー
」
と
い
う
カ

エ
ル
ら
し
か
な
ぬ
鳴

き
声
も
ま
た
特
徴
的

で
す
。
繁
殖
期
の
山

の
渓
流
で
は
、
こ
の

美
し
い
声
が
響
き
わ

た
り
ま
す
。

　
赤
味
を
帯
び
た

美
し
い
カ
エ
ル
。

冬
か
ら
春
先
に
か

け
て
の
繁
殖
期
に

観
察
す
る
機
会
が

増
え
ま
す
。
こ
の

カ
エ
ル
は
鳴
嚢
が

な
い
の
で
、
小
さ

な
声
で
「
キ
ョ
ッ
、

キ
ョ
ッ
、
キ
ョ
ッ

と
鳴
き
ま
す
。

■ 訓練内容
　パソコンを利用した訓練
　・ワープロ（Word）	 初級程度
　・表計算（Excel）	 初級程度
　・インターネットと E-Mail，ホームページ作成
■ 訓練実施場所
　奄美振興会館内（練習室）奄美市名瀬長浜町 517
　TEL：0997(54)1211
■ 特典
　○授業料　無料
　○ハローワークから受講あっせんを受けられた方
　・雇用保険受給の方は訓練期間中は給付されます。
　・雇用保険を受給されていない方は，職業訓練受講
　給付金または訓練助成金が支給される場合もありま
　す。
※　詳細については，ハローワークの障害者窓口でお
　問い合わせください。

■ 定員
　１０人（定員になり次第締め切ることもあります。）
■ 訓練期間
　３ヶ月（土日，祝祭日は休みです）
　平成 24 年 9 月 4 日（火）～ 11 月 30 日（金）
　訓練時間（9:30 ～ 15:30）
■ 応募資格
　身体に障害をお持ちの方で，早期の就職や復職を目
指す人です。（身体以外の障害をお持ちの方は，ご相
談ください。）
■ 募集期間
　平成 24 年 7 月 2 日（月）～ 8 月 1 日（水）
■ 問い合わせ先
　○奄美情報処理専門学校（訓練委託先）
　奄美市名瀬小俣町 3-50　TEL　0997-52-6999
　○鹿児島障害者職業能力開発校（事業実施主体）
　薩摩川内市入来町浦之名 1432 TEL0996-44-2206

パソコンを学んでスキルアップ！
平成 24年度鹿児島障害者職業能力開発校障害者委託訓練生募集案内

　大和村立今里小学校に入学及び転入を希望する児童
を対象とし、大和村今里小学校校区の美しく豊かな亜
熱帯特有の自然の中での遊びや自然体験、生活や学習
活動、また地域住民との温かい交流などを通して人間
性豊かな児童の成長を育むとともに今里小学校教育の
充実振興を図ることを目的として今里小学校親子・山
村留学を募集します。
■ 応募条件
１今里小学校の親子留学制度の趣旨に賛同し、目的意
　識を持って留学を希望する児童及びその家族
２向上心を持って授業に参加し、学習意欲のある児童 
３PTA や地域等の行事、活動などに積極的に参加して
　くれる児童及びその家族
■ 募集内容
　親子留学　今里 ( 今里小学校校区内 ) の住宅に親子
で入居の家族。親・子供 ( 中学生のみ ) の家族構成で
の留学は受けつけていません。 

■ 体験留学
　親子留学希望のご家族には２泊３日以上の体験留学
( 下見 ) をお薦めします。実際に今里にこられて、学
校の様子、子供の様子、集落をとりまく豊かな自然環
境、今里の歴史、文化などに触れてみてください。無
料宿泊施設をご用意しています。
■ 特別助成制度
　今里親子山村留学に対しまして大和村から特別助成
金が支給されます。児童 1 名につき毎月、特別助成金
5 万円が中学 3 年卒業月まで、 また中学生のお子さん
が 一緒に親子山村留学される場合にも同様に中学 3
年卒業月まで支給されます。
■ 問い合わせ先
　今里校存続推進委員会
　電話： 050-3337-4055（事務局）
　HP： http://www.amami-imazato.org/ 
　mail： oyakode@amami-imazato.org 

今里小学校が親子・山村留学を募集

自然豊かな今里で暮らしませんか？

発行・編集 大和村役場総務企画課 
〒 894-3192 鹿児島県大島郡大和村大和浜 100 番地
TEL 0997-57-2111　FAX 0997-57-2161 mai l : info@vi l l .yamato. lg . jp
http://www.vi l l .yamato. lg . jp
facebookpage:http://www.facebook.com/yamatoson
twitter :http://twitter.com/#!/kouhou_yamato

←バーコード読み取り機能付き携帯電話をご利用
の方はここから大和村ホームページ携帯サイト
へ簡単にアクセスできます。それ以外の方は
直接 URL を入力してアクセスしてください。
http://www.vill.yamato.lg.jp/i/
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